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　The 　uplift 　history　of 　the 　Asan 　Mollntains，　Shikoku，　southwest
Japan，　is　 recorded 　in　 distribution

，
　 stratigraph ｝

・and 　lithofacies
of 　the 　P 亘io−Pleistocene　Mitoyo 　Group．　The 　Mitoyo 　Group 　mainly

comprises 　 three　 formations ：the 　 Saita
，
　 Yamamoto 　 and 　 Yakeo

Formations ．　The 　Saita　For 皿 ation 　was 　deposited　by　a 　 westward

血owing 　 river 　 and 　 contains 　 Sambagawa 　 crystalline −schist
grave 且s．　 The 　Yakeo 　 Formation ，　on 　the　contrary ，　 contains 　 only

sandstone 　and 　 mudstone 　gravels　derived　from
Mountains ，　 ind藍cating 　a 　northward 　paleocurrent
Geological　血istory　of 　the　northwestern 　part　of

Mountains 　since 　Plio6ene　is　as 　follows．

the 　 Asan

direction．
the 　 Asan

　In　the 　PHocene 　to　Early 　Pleistocene，　the 　paleo−Yoshino 　River
flowed　 northward 　 across 　the　Asan 　Mountains ．　On 　 the 　 northern

fiank　 of 　 the　 mountains ，　 the　 river 　 flowed　eastward 　 along 　 a

narrow 　depression　formed 　by　the　Ebata 　fau量t　 system 　and

formed 　the　Saita　Formation ．　At 　2．1Ma 　to　L2　Ma ，　the　paleo−Saita
River 　flowed　northward 　through 　a 　valley 　formed 　by　the

Kawauchi 　 fault．　 As　 a　 result ，　 the　 Saita　Formation 　 overlay 　the
lacustrine　 Ya 皿 amoto 　 Format 産on ．　 Subsequently ，　 the 　paleo−
Yoshino 　 River 　 cou 且d　 not 　 flow　 across 　 the　 Asan 　 Mountains ，　 and

instead　 fiowed　 eastward 　 through 　 a 　 depress置on 　 formed 　 by　 the

Median 　Tectonic　Line．　Consequently ，　 unconformity 　between 　the
Saita　 and 　 Yakeo 　 Formation 　 were 　 formed ．　 At 　 about 　 1．2　Ma ，　 the
up 且ift　rate 　in　the　western 　part 　of 　the　Asan 　Mountains 　increased．
Alluvial　 fan　 grave 且s　 of 　 the　 Yakeo 　Formation 　 were 　 deposited．
The 　paleo −Saita　River 　shifted 　 northward 　to　its　present 　position．
Since　Midd 且e　P且eistocene ，　the　uplift 　rate 　of　the　Asan 　Mountains
decreased ．　Depositional 　surface 　of 　the　Saita　and 　Yakeo
Formatien 　 were 　 eroded ，　 and 　 strath 　terrace　surfaces 　 were

formed ．

　 The 　former 　course 　of 　the　paleo−Yoshino 　River 　has　been
defiected　by　the　movement 　 of 　 the　Median 　Tectonic　Line．
Consequently ，　at 　the　 crest 　of 　the　Asan 　Mountains ，　the　order 　of

average 　up 匡ift　 rate 　since 　Early 　Pleistocene　is　O．1　mm ／yr．
Average 　 right ・latera置 slip 　 rate 　 of 　 the　 Median 　 Tectonie　 I・ine
since 　then　is　2．2−3．71ロ m ／yr．

κの
1words ： mountain 　building　Proce∬ ，　Plio−Pleistocene，メ＞aleocurrent ，

Mitoyo　GrOU1），　Eろata 　fault，　Kagawa 　Prefecture

は 　 じ　 め　 に

　
“
山は ど の よ う に して で き る か ？

”
と い う命題 は 地球科学

に お け る永 遠 の テ
ーマ で あ り，さまざ まな 分 野 か らア プ ロ ー

チ さ れ て きた．「第．三．紀に は 日本列島全体 に平坦 な 準平原 が

拡が り，現 在の 山地脊梁 部に分布す る小起伏面は そ の 遺物で

＊
日本地理学 会 1996 年度秋季学術大会 （岐阜大学），1996年度 日本地

質
．
学会関西

・
西 円本 支部　合 同例会 （高知大学） に て

一
部講 演．

◎ The　Geological　Society　 of 　Japan　1998 247

あ る．第四紀初頭か ら山地の 急激な 隆起が 始 ま り，現在 まで

そ の 変 動様 式 は等 速 で 続 い て きた．」 とい うデ
ービ ス の 地 形

輪廻説に 基づ く地形観が 支配 的な 見解で あ っ た （岡，1986）．

第 四 紀 地 殻変 動 研 究 グ ル ープ （1968，1969），Research

Group 　for　Quaternary　Tectonic　Map （1973）に よ る 『第四

紀地殼変動図』 は，侵食小起伏面の 形成年代 を鮮新世末期 と

考 え，上 記 の 観点 に基 づ き作成 され た もの で あ る，

　近年，森山ほ か の 一
連の 研究 （森山，1985，1987，1989，
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Fig．1．　 TopQgraphy　 and 　fault　distribution　 Qf　the　 northeastern 　part　of　Shikoku 　Island．　Contour 　lines　 represent ．
summit 　level　at　one 　hundred　meter 　intervals　above 　sea 　level，　by 　means 　of 　burying 　valleys 　of　which 　width 　are 　less
than 　two 　kilometers，　Shaded　area 　represents 　the　investigation　area 　of　this　study ．　 Letters 〔a

〜f）indicate　following
several 　interpretations　of　course 　of　river 　that　transported 　crystaUine −schist 　gravels．　 References ；a ： Akojima 　and

Suyari（1989），　b ：Sangawa （1978），　c ：Okada （1970，1973b），　Sangawa （1978｝and 　this　study ，　d ：This 　study ，　e ： Okada

（1970｝，f ：Akojima　and 　Suyari（1989）．　 Names 　of　f副 t （  〜  ）are 　as 　follows．  ： Takeneri 　fault，  ； Ebata 　fault

system ，  ：Kashihara　fault．  ；Ayutaki　fault，  ：Nagao 　fault，  ；Active 　fault　zone 　of 　Median 　Tectonic 　Line
Abbreviations　 of　place　 name 　 are 　 as　foltows．　 IK ：Ikeda，　KH ：Kotohira ，　 KJ ：Kan −onji ，　KW ： Kawashima ，　MG ；

Marugame ，　NG 　l　Nagao ，　TM ：Taka   atsu ，　TS ：Tokushima

1990 ；森 1．i．1・丹羽，1985；森山 ・大薮，1986；森山 ・船木，
1989；森 山 ・光野，1989） に よ り，山麓 に 分 布す る鮮 新〜

更

新統 の 層 相 変化 か ら，中部 地方 の 飛騨山脈，赤石山脈，木曽

llr脈 の 形 成 時期が そ れ ぞ れ 300〜400万年 前，200万年 前，50

万年 前 で あ り，周 辺 山地 の 形成 時期 もそ れ ぞ れ異 な る こ とが

示 さ れ た．池H」 （1990a，　 b，1996） は重 力異 常 の デ ータ な ど

に 基 づ き，飛騨 山 脈 の 形成 は鮮 新世 で あ る と推 定 した．ま た

山地 の 形成に は断層活動に よ る も の と地殻 の 厚 化 に 伴 うア イ

ソ ス タテ ィ ッ ク な 隆起 に よ る もの があ り，前者 の 例 と して 木

曽山脈，後者の 例 と して 飛 騨 山脈を例示 した．した が っ て ，

日本 列 島の 山地 の 発達 史研 究で は，個 々 の Ill地 の 形 成時代 ・

形成過 程を 明 らか に す る必要が あ る．岡 田 （198G），松 田 ・

衣 笠 （1988） が 指摘 す るよ うに，第 四 紀地 殻変 動 の 一様 継続

性 （Sugimura ，1967）を 再検討す る必 要が あ る こ と を こ れ ら

の 研究 は示 して い る．ま た 山地 に 分布 す る 小起 伏面 は，周氷

河 作用 （須貝，1990 ；吉川，1984，1985）や 隆起速度 と削剥 速

度が つ りあ っ た 定常 状態 （Ohmori ，1978，1990 ；大森，1990）

に よ り形成 され る場 合 が あ り，必 ず しも準平 原遺 物 で は な く

隆起量 の 指標 と は な ら な い．した が っ て ，第四紀 の 山地 の 隆

起 量 を 求 め る た め に は，さまざ まな ア プ ロ
ー

チ を行 う必要 が

あ る．

　 本研 究 の 目的 は，北麓 に 分 布す る鮮新〜更 新統 ．三豊 層群 の

層 序 ・層相 か ら四 国北 東部阿讃山地 の 形成史を 明 らか に し，

日本の 小〜中規 模 山地 の 形 成論 に 新 た な デ
ー

タ をっ け加 え る

こ とで あ る．また 山地 の 隆起速度を見積 もる 新た な地形 学的

方法を 提案す る．西南 日本 の 鮮 新世 以降 の 占地理 は，近 畿か

ら東海 に 至 る地 域 で は 多 くの 研究 （例え ば，藤田 ・岸本，
1972 ；Huzita　et　al．，1973；藤 田，1978 ；岡 田，1980 ；水野，
1992 な ど）で 示 さ れ て い る が，中国

・
四 国地方 で は 市原

（1966）を 除 き ほ と ん ど 研 究 さ れ て い な い ，鮮 新 世 以 降 の

中国 ・四鬮地 方の 古 地 理 を復元 し中央構造線の 発達史を確立

す る た め に は，群中層 （例え ば，Saito，1962；高 橋 ・鹿 島，
1985 ；水 野，

1987）， 八倉層 （高橋 ほか，1984 ），岡村層 （例え

ば，高橋，1958，1963 な ど），三 豊 層群 な ど の 四国北 部 に 分布

す る 鮮新〜更 新統の 堆積環境 を明 らか に す る こ とが 鍵に な る

もの と思 わ れ る．本研究 は こ れ ら の 課 題 を 議論 す る 際 に 基礎

的 な デ ータ を提供す る もの で ある．

調 査地 域 の概要

　 1． 地形 概説

　pq国北束部の地 形 を Fig．1 に 示 す，香 川県 の 地 形 は，北半

部 の 領家 花 崗岩 類 よ りな る標 高 200〜600m の 丘 陵 と南半部

の 和泉層群 よ りな る 阿讃IIr地 に大別 さ れ る が，そ の 間 の 大 野

原 町 か ら琴 南 町 に 烹 る山地北 麓 に は鮮新〜史新統 の 三 豊層群

か ら な る丘 陵が帯状に 分布す る．領家花 鯒岩 類 よ りな る北 部

の 丘陵 は 円錐状 の 残丘 地形 を畢 し，屋 島 ・国府 台 ・大 麻 山 な

N 工工
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Fig．2．　 GeQlogical　 map 　 on 　the　northwestern 　foot　 of 　Asan 　Mountains．　 Letters（a〜t）indicate　localities　 of 　fault

outcrop ．　 Names 　 of 　 fault（  〜  ） are 　 as 　 follows．  ；Takenari　 fault，  ：0 −ike　 fault，  ：Ikenouchi　fault，  ：

Otani−ike　fault，  ：Seto−ike　fault，  ：Sakase−ike　fault，  ：Uchinono　fault，  ：Nusutto−daDi　fault，  ；Okutanエ

fault，  ：Iridoi　fault，  ：Kawauchi　fault，  ：Nagano 　fault，  ：Ebata　fault，  ：Tokawa 　fault，  ：YQkokawa 　fault、
Abbreviations　 Qf 　IQcality　 are 　 as 　follQws，　 Aw ；Awai，　Bd ：Bodai　Mt，，　Eb ：Ebata，　Hj ：Honjo，　Ih：至nohana 　Pass，　In：

Ino，　 Ir：Iridoi，　 Iw ；Iwanabe−ike　 Pond ，　 Iz ；工zeki −ike　 Pond，　 Kb ；Kubo，　 Kh ：Kawahigashi，　 K ｝；Kijinoo，　 Km ；

Komatsuo，　 Kr ：Korobilshi，　Ks ：Kasuga，　Kw ：Kawauchi ，　Ms ：Masamune ，　Ng ：Nagano，　 My ：Miyamae ，　 Oc ：Ochiai，
Oi ：0−ike　 Pond，　 Ot ：Otani・．ike　 PQnd，　 Si：Shin−ike　 Pond，　 Sk ：Sakase−ike　 Pond，　 Sm ：Shinme，　 Tk ：Tokawa ，　 Ts ：

Tsuli，　Uc ：Uchinono，　Yk ：Yakeo ，　Ys ：Yakushi　Pass．　 Abbreviations　of 　arkose 　 rich 　formation　 are 　 as 　follows．　 IR ：

玉ridoi 　 Formation，　 KD ：Koda 　 Formation，　 KS ：Kinoshita　 Formation，　 SY ：Shiyota　 Formation，　 TS ：Tsubakidani
Formation，　US ：Ushiroyama 　Formation

どの 開 析 され た溶岩 台地 の 基 部 に は，ペ デ ィ メ ン トと考 え ら

れて い る緩斜面 （赤木，1967）が発達 す る，阿讃山地 は 南北

10〜15km ，東西 約 100km の 地塁状山地で あ る．東 に傾斜す

る地 質構造 に従 い ケ ス タ地形が発 達 して い る （市瀬，1963 ），

接峰面 に は 300〜4001n，5GO〜600m ，800〜1GOOm の小起伏

面が認 め られ る．山地東部で は起 伏 が小 さ く開析が進 ん で い

る．山地 内部にお け る河成段丘の 発達 は非常 に貧弱 で あ る．

多 くの 河川 は南偏 した主 稜線を分水界 に して 北流す る が ，

曽江谷 川 お よ び 日開谷川 は北方の 領家帯か ら穿入蛇行 して 南

流 し，吉 野 川 に 合 流 す る 先 行 河 川 で あ る．卞 稜線 上 に は

猪 ノ 鼻峠 ・相栗峠な ど の 風隙 （wind 　gap ）が あ り，か つ て 主

稜線 を 越 え て 北 流 して い た古 水系 の 跡 で あ る と考 え られ て い

る （岡田 ，
1970 ；Sangawa ，

1978）．高桑 （1954，1963a ，　 b）

は，山地北 麓に 分布す る三 段の 階段状地 形を 1．1．1地の 間 欠的な

隆起 に よ る 山麓 階 で あ る と考 え た．

　阿 讃 ［Ll地 北 麓 で は 東 西 方 向 の 断 層 が 卓越 し て い る （Figs．

1，2）．長尾 断層 （斉 藤 ほか，1962） は香川 町 か ら大川 町 まで

東西に 23km 伸 びる 北落 ちの 逆 断層で あ る．香川町岩崎以西

で は中位段丘面 を変位 させ て お り （Sangawa ，1978），活 動

開始 時期 は約 50 万年前 と推定され て い る （木村ほ か，1986）．

江畑断層 （Saito，1962）は大野原 町か ら琴南町 まで 南西
一
北

東方向に 25km 伸 びる 北 落ちの 逆 断層で あ る．和泉層群が三

豊層群 に 衝上 し （中野 ・今村，正950 ；高桑，1956 ；斉藤 ほ か，
1962 ；古市 ，

1984）， また 三豊 層群が変位 して い る　（斉藤ほ

か，1962；Sangawa ，1978），断層 崖は著 し く開析 され て い

る．断層面が 焼尾 層に 覆われ る （Saito ，1962）こ とか ら，前

期更新世以降江畑 断層の 活動は 不活発で あ っ た と考え られ て

い る （Sangawa ，1978）．竹 成 断層 （寒川，1973； 占市，1981

の 坪屋衝上断層） は大野原町岩鍋池か ら財田 町山岡 ま で 東西

方向 に 5km 伸び る北 落 ち の 逆断層 で あ る．　 LJ」本町 上 河 内 に

お い て 三 豊 層群を北落 ち 20m 以 上 変位 させ て い る （古市 ，

1981）， こ の ほか に 大野原町周辺 に は，東西方向の 内野 々断

N 工工
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層
・逆 瀬池 断層，南北方向の 奥谷断層が あ り （寒川，1973），

琴南町川 東か ら三 木 町下所 に か けて 東 西方 向 の 柏原 断層 が推

定 され て い る （斉藤ほ か，1962）．

　 2．　 地 質概説

　 2．1 基盤岩類

　領家花崗岩類 は後期白亜系の 優 白色黒雲 母花 崗岩 あるい は

灰 色 を 杲 す る 花崗閃緑岩で あ る （香川 県，1972 ；香川県 ・

徳島県，1972；経済企画 庁，1968）．塊状黒色の エ ン ク レ ープ

を含 み，ペ グマ タイ ト
・

ア プ ラ イ ト脈 ， 石英脈が見 られ る．

深層風化に よ りマ サ 化 ・粘土化 して い る場合が 多 く，しば し

ば ア
ーコ ー

ス 砂 層を伴 う．花崗岩類か らな る丘 陵の 頂部に は

中期中新統 の 瀬戸内火 山岩類で あ る讃岐層群 が分 布 す る．非

常 に 冏 く黒色緻密なサ ヌ キ トイ ドで あ る，和泉層群 は後期白

亜系の 浅海成の 夕
一

ビダ イ ト性砂岩泥岩互層 で あ る．北縁 部

に は基 底 礫岩 層 を伴 い
， そ の 南に は 塊状泥岩層が 分布す る

（Nakagawa ，1961；須鎗 1973な ど），全体 に東 に プ ラ ン ジ

す る向斜構造 を持 っ ．基底 礫岩 お よ び砂 岩 中に は領家花崗岩

類起源の 礫 ・砕屑粒子が 含まれ る （須鎗 1973；Nishimura ，
1976な ど）．小豆 島 ・豊 島 に は海成 の 中期 中新統の 土庄 層群

が分布 し，豊島 の 礫岩中 に は 結晶片岩礫が 含 ま れ て い る

（坂 東 ・古市，1978）．

　 2．2　三豊層群

　 斉藤 ・中 ILI（1954） は阿讃山地 と北 部の 丘 陵の問 に帯状に

分布す る鮮新〜更新統を 三 豊層群 と命名 し た．基盤岩の 凹部

を埋 め る層 厚数 十 m の 未 固結 の 礫 層 か らな り， 砂層
・

シ ル

ト層 ・粘土層が は さ ま れ る．三 豊層群が 堆積 した 東西性の 地

溝状凹地 は，断層 活動 に よ り形成 された とい う見 解 （坂 東 ・

斉藤，1960；寒川，1973）と，和泉層群の 泥岩卓越部が 差別 侵

食 され る こ と に よ り形 成 され た とい う見 解 （高 桑，1954，

1963b；阿子島，1985 ；阿子島
・
須鎗 　1989） に 分かれ て い

る．三 豊層 群は高松 平野 ・丸 亀平 野 ・三豊平 野 の 地下 お よ び

瀬戸 内海の 海底 に も広く分布する （本座ほ か，197G；栗原，
1972；坂東 ほ か，1978；古 市，1980 な ど）．

　三豊 層群中に 外帯由来の 結晶片岩礫を含む層準が ある こ と

は 占くか ら指摘 されて い る　（中野，1953；斉 藤 ほか，正962 ；

Saito， 1962 ；Sangawa ，1978；古市，1981，1982a，1984；

阿子島 ・須鎗 　1989な ど）．また 変成岩起源 の 重鉱 物 で あ る

ク リノ ゾイサ イ ト
・電 気石が含 まれて い る （須鎗

・
阿子島，

199G）．そ れ らの運 搬され た 経路 は，南方の 四田 山地 か ら阿 讃

由地 を横断す る 北 流 河 川 に よ っ て 供給 さ れ た と い う 見解

（岡田，1970；Sangawa ，1978），西 方の 川之江 ・伊 予三 黠方

面 か ら 東 流 す る 河 川 に よ っ て 供給 さ れ た と い う 見解

（阿子島 ・須鎗 　1989；須鎗 ・阿子 島，1990），北 方 に分 布す

る中期 中新 統 の 土 庄層群 に含 まれ る礫 が洗 い 出され て 再堆積

した とい う見解 （長谷川，1992）が あ る （Fig．1），

　三 豊層群 の 粘 土 ・シ ル ト層 中 に は角 閃石 を含 む多数 の テ フ

ラ が は さまれ て お り （古市，1981，1982a，1983，1984 ；由本

ほ か，1988），後期鮮新世か ら前 期更新世の FT 年代 が 報告 さ

れ て い る （斉 藤，正984 ；須鎗 ・阿子 島 1990）．また豊 中町 上

高野お よ び高松市西植田に お い て，大阪層群 に は さ ま れ る ピ

ン ク火 山灰 に 対 比 さ れ る テ フ ラ が 報 告 され て い る （水 野，

1987）．

　腐植質 シ ル ト層
・
粘土 層 か らは，第三 紀植物群 に 属す る

Liquidambar，　Nyssa，　 Carya，　 Keteleeria の 花粉 化石 お よ び

Metasequoia の 材化石
・
花粉化石が 多 くの 場所で 検出 さ れ

（甲藤 ・中村，1954；斉藤 ほ か ，】962 ；Saito，1962 ；古市 ・

坂東，1974 ； 占市，198i，1982a，1983，1984な ど），二 豊層

群 の 堆積時期 は大阪層群に お け る前 期更 新世 の Metasequoia

植 物 群消 滅期 （Itihara　et　aL ，1973）に相当す る と考え られ て

い る （古市 ・坂東，1974な ど ）．また 淡水生の 植物 花粉 化石，

珪 藻 化 石，貝化石 が 報告 さ れ て い る （斉藤
・
中111，1954 ；

斉藤 ほ か，1962 ；Saito，1962 ；古 市 ・坂 東，1974 ；古 rl〒，

1981，1982a，　 b，正984 な ど）．山本町河内 ・財田町入樋 ・香南

町 岡 に お い て 旧象化 石 Stegodon 　 sugiyamai ，　 Parastegodon

sugiyamai ，　 Stegodon　 cf．　 allashiensis が 発見さ れ て い る

（Tokunaga ，1936；古市 ほ か，1977 ；古 市，1983）．

三 豊 層群 お よ び基 盤岩類 の 調査 方法

　 礫 の フ ァ ブ リ ッ ク
・
最大礫径，礫種組成な ど の 堆積学的

デ
ー

タ は，同 じ層位で 比較 しな くて はな らな い ．財 田層 ・焼

尾層 はテ フ ラな どの 鍵 層 に 乏 し く層相の 側方変化が著 しい た

め，測定層準が 同
一
層位で あ るか ど うかを判 断 す る こ とは 困

難 で ある．森 山 ・丹 羽 （1985） は，定高性を有す る 丘陵頂部

の 露頭を ほ ぼ 同
一

の 層 位で あ る とみ な し，礫 の フ ァ ブ リ ッ ク

お よ び最大 礫 径 の デ
ー

タ か ら古流系を復元 した．そ こ で ，本

研究で は森山 ・丹羽 （1985）に 従 い ，定 高性 を示 す 三豊 層 群

か らな る丘 陵 頂部 の 堆 積原 面 に 近 い と考え られ る 露頭を 選

び，以下の 各項目を測定 した．

　 三 豊 層群 を形 成 した古 流系 を明 らか に す るた め，礫の フ ァ

ブ リ ッ ク
・
円磨度，平均最大礫径を 測定 し，そ れ らの 結果 を

総合 して 卓越流 向 を判断 した．礫 の フ ァ ブ リッ ク に 基 づ く古

流向 は，長径 2crn　P／上 の 礫 100個の オ リエ ン テ
ー

シ ョ ン の

ベ ク トル 平 均で あ る．礫 の 最大 投影面の 方向と傾 きを ク リノ

メ
ー

タ
ー

で 測定 し た．フ ァ ブ リッ ク測 定の 際に はチ ャ ネル の

上 部 を選 び基 底 部や 側方 部 は避 けた．著 しく大 きい礫が 集中

して い る部分，細粒で 礫の 少な い 部分，お よ び大 きな 礫 に 接

す る小礫 の 測 定 は避 け た。レ イ リー検 定 （Curray，1956）に

よ り集中率 17．3％ 以上 の 場合を有意な 古流向と し た．原則 と

して 長径が 5〜15　cm で あ る砂 岩 礫 50個，花 崗岩 礫 ・片 岩

礫
・珪岩礫 （石英脈に 由来す る 礫）20個 を無作為に 選 び，

Krunbein （1941＞の チ ャ
ート と比 較 し円磨度 の 平均 値 を求 め

た．露頭面で 相対的に 大きな礫 の集中 して い る 幅 5m × 高 さ

2m の 範囲 に お い て ，礫 種 ご とに 大 き い 方 か ら 10個 の 礫 を

選 び平均最 大礫径を求め た．nt［1r・丹羽 （1985）に 従い ，　 a 軸

と b 軸 の長 さ の 積の 平方根を そ の 礫 の 礫径 と した．くさ り礫

で 露頭 か ら取 り出 して 測定 で きな い 場合は，露頭面に露出し

て い る部分の 長径 と短 径を測定 した，

　二 豊層群の 礫 を供 給 した水 系 を推定 す るため に，露頭 面 で

礫 が 平均 的 な大 き さを示す場所を選 び，長径 1cm 以上 の 礫

を合計 300個以 上 に な る まで 目視に よ り数え，礫種 組成 を求

め た，また その 堆積 環 境 を推定 す る た めに，水野 （1993），

水野
・
早坂 （199G），水野 ・武智 （1993），水野 ・平川 （1993）
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の記載例を参考 に し，Miall （1984）に 引用 さ れ て い る Miall

（1978） の フ ァ シ ス コ ー
ドを記 載 した．

　三 豊層群の 堆積場の 形成要因に っ い て 考察す る た め，基盤

岩類 の 地質 調査 を行 っ た，山地北縁 お よ び財 田層 ・焼尾 層 を

は さ ん で 分布す る分離丘 陵に お い て ， 和泉層群の 走 向傾斜
・

岩相 ・破砕の 程度を 調 査 し た．破砕の 程度 は長谷川 （1992）

に従 っ た．ま た山地北 麓 に おけ る断 層 の 記 載 を行 っ た．

礫 層，基 盤岩 類，断層 の 記 載

本調査地域 の 地 質図を Fig ，2，層序を Fig ．3 にボす．また

従来の 研 究に おけ る三 豊層 群 の 層 序 区分 お よび段丘 堆積物の

対比 を Fig．4 に 示す．　 Sangawa （1978），古市 （1980，1981，
1982a），阿子 島 ・須鎗 （1989）な どは，財 田礫 層，山本粘 土 ・

砂層，焼 尾 峠礫 層 の よ うに フ ァ シ ス を反映 した 地層名をっ け

て い る が，本研究に お い て は そ れ ぞ れ 財旧層，lI体 層，焼尾

層 の よ うに記 す。

　1． 三 豊層群

　1．1 財田層

　Sangawa （1978 ），古市 （1982a）の 財田礫層に 相当す る．

古市 （1982a） に よ る模式地は 観音寺市粟井の 逆瀬池南 岸 で
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Fig．6．　 Lithofacies　of 　the　Saita　and 　Yakeo 　Formation ．　 CQde 　on 　 white 　indicates　facies　 Qf　the　Saita　Formation

and 　 code 　 on 　 black 　 indicates　 facies　 of 　 the　 Yakeo 　 Formation ，　 respectively ．　 Facies 　 codes 　 are 　 referred 　 to　 Miall

（1978）．Legend 　of 　geological　 map 　is　the　same 　as 　Fig．2．

あ る が，通 常 は露頭が 水没 し て い るた め ，財 田 町長野南方の

丘 陵を新たに 模式地 とす る．従来の 研 究で は財田層の 定義が

不 明確 な た め に，高位段丘礫層と 財田 層が 混 同さ れ て き た．

本研究で は，焼尾層 に不整合で 覆わ れ ， 和泉層群の 砂岩礫
・

泥 岩礫 の ほ か に 片岩礫 ・花崗岩礫 ・珪 岩礫 を 含む礫層を 財田

層 と定義す る．本層 は大 賢 原 町周 辺 に 分布す る下 部財 田層

と，山本町 河内周辺 に分布す る上 部財 田層 に細分 され る．

　 財 田層 は琴南 町焼 尾 か ら大 野原 町大 谷池 まで ，由地北 縁 に

延 長約 30km ，幅約 1km に わ た り帯状 に 連続 して 分布す る．

北 方 に 5 度 前 後 で 傾 き，定 高 性 を有 す る丘 陵 地 形 を構 成 す

る．堆積 原 面で あ る 平坦面 は 開析 さ れ残って い ない が，財 田

町 戸川 か ら観 音 寺市 粟井 に か け て は，・一
っ の 地 形面 を 想 定 し

う る の で こ れ を財 田面 と呼ぶ ．領 家花 崗岩 類 ・和泉 層群 を不

整 合 に 覆 い ，基 盤 岩 の 凹 部 を 埋 め て い る．層厚 は 最 大 70m

で あ る．財 出 町 入樋 に お け る 財田 層最上 部か ら 2．5± 0．3Ma

の FT 年代 を 示 す テ フ ラ が 報 告 さ れ て い る （斉藤，1984），

　財 田層 の 典 型 的 な 露 頭 の 柱状 図 を Fig ，5−1〜7 に 示 す．財

田 層は，粘土 層や シ ル ト層が ほ と ん ど 認 め られ ず，上方細粒

化 を 示 す チ ャ ネ ル の 複 合 した 本 流 性 の 河 川 堆 積 物 で あ る

（Fig ．6）．マ ト リ ク ス は ア
ー

コ
ー

ス 砂 で あ る．片岩 礫 に は砂

質 ・泥 質 ・珪 質 な も の が あ り，紅 簾 石 が 含 ま れ る もの が あ

る．…
般 に 淘汰 は よ く ク ラ ス トサ ポ ートで あ り，イ ン ブ リ

ケーシ ョ ン が発達 す る．北方 に 5 度前後で 傾く腐植質の シ ル

ト層 ・粘土層が 認 め ら れ る露頭 が あ る （Fig．　5−1，2，5）．丘

陵頂面の 層準で は砂 岩礫が半 くさ り礫化 して い る．財田町正

宗以 西 で は ア ーコ
ー

ス 砂が 卓越 し，一
般 に マ ト リク ス サ ポー

トで あ る．片岩礫
・珪岩礫の 平均最大礫径 は小 さ く，相対的

に細粒で あ る．1hpt町辻 周辺 で は 山本 層 を 不整 合 に 覆 っ て い

る．ア ーコ ース 砂が 卓越 し， 層厚 は 10m 以 下で あ る．

　以 下 に 東か ら西 に 向 け て 地 域別 に財 田 層 の 特 徴 を 記 載 す

る．古流 向 は
一
般 に 西また は 南西方向が 市越 し財閉 層の 分布

と調 和的 で あ る　（Fig．7）． レ イ リ
ー
検定の 結果 は 77測 定地

点 の 内 5 地点 を1除 き有 意 で あ り， 集 中率の 平均 は 42 ％ で あ

る．仲南町周辺 に お い て は北か ら北西方向が 卓越す る．財田

町戸 川 付近 で は北 か ら北 西方向が卓越 す る が，ば らっ きが大

き く集中率 も悪 い．山本町 で は北方向が 卓 越 し，ば らっ き は

大 きい が 集 中率 は 高 い ．財 田層 の 礫種組成 は，砂岩礫が 50〜

70％，花 崗岩礫 が 20〜30％，片岩 礫が 10〜20％，珪 岩礫が 3
〜lo％ を 占め，泥 岩礫 お よ び凝 灰岩 礫 が 少量 含 まれ る （Fig．

8）．満 濃 町か ら仲 南 町 に か けて は 花 崗岩礫 の 割 合 が 高 く，財

田 町正 宗以 西で は片岩礫の 割合が 高い．琴南町猪尾 で は緑色

片 岩 礫 が 8％ を 占め る．lIr本 町 で 砂 岩 礫 の 割 合 が 高 い 理 由
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paleocurrent　 direction　and 　vector　 magnitude

Fig．7．　 Pa玉eocurrent 　 directions　 and 　vector 　 magnitude 　 values 　 of 　 the　 Saita　 Formation ，　 and 　 roundness 　 of

crystalline
−
schist 　gravels　 contained ．　Length　 of 　 arrows 　indicates　 vector 　 magnitude 　 values 　 of 　paleocurrents ．　 Dots

without 　 arrow 　imply 　 that　 vector 　 mean 　 values 　 are 　 not 　 statistically 　 signi 且cant 　at 　the　localities．　 Figures　indicate
average 　roundness 　values 　multiplied 　by 　one 　hundred ．　 Legend 　of 　geological　map 　is　the　same 　as 　Fig．2．

は，ア ーコ ース 砂 が 卓越 す る た め で あ る．山地前 縁 の 露頭 で

は砂岩礫の 割合 は そ れ ほ ど高 く な い が，泥岩礫お よ び 凝灰岩

礫 が 多 く含 まれ る 傾 向 が あ る．円磨 度 は，砂 岩 礫 が 0，35〜

O．5，花 崗岩 礫 が 03〜0，5，片岩礫が 0，5〜0．65 （Fig．7），珪岩

礫 が 0．4〜0．5 で あ る．片岩 礫 の 円磨度 は，琴 南町 猪尾 か ら仲

南 町 に か けて 0，45 か ら 0．6 に，財 田 町戸 川 か ら lLl本 町長野 に

か け て O，5か ら 0．65 に 高 くな る．平均 最大 礫径 は，砂 岩礫 が

5〜25Gm ，花 崗岩礫 が 3〜9　cm ，片 岩礫 が 3〜8cm （Fig ．8），

珪 岩礫が 2〜8cm で あ る．片岩礫 の 平均最大 礫径 は，琴 南町

猪 尾 か ら仲 南町 新 目 にか けて 7cm か ら 3cm に ，財 田町入樋

以 西で は 8cm か ら 4cm に 減少 す る．1．［i本町 長野で は 約 8

cm と大 きな値 を示 す．

　山本 町 小松尾 周 辺 に お け る 片 岩 礫 を 含 む 高位 段 丘 礫 層

（Sangawa ，1978 ；古市，1981 ；阿 予島 ・須 鎗 1989 ）は，マ

ト リク ス の ア
ー

コ
ー

ス 砂が 卓越 し （Fig．6），花崗岩礫 ・片岩

礫 を 多 く含 み （（Fig．8），財 田層 の 細 粒部 と 同様 の 層相 で あ

る．一方，河 内川 の 現 河床 に おい て は，ア
ー

コ
ー

ス 砂 ・花 崗

岩礫 ・片岩礫 は ほ とん ど含ま れ な い （例え ば，山本町河 内上

で は，鈔Zt　69％，泥 岩 27％，花 崗岩 3％，片 岩 1％ で あ り，

ま た 山本町長野で は，砂岩 61％，泥岩 34％，花崗岩 3％，片

岩 1％，珪岩 1％ で あ る），し た が っ て ，一ヒ記 の 高位段丘礫層

を河 内川 に よ って 供給 さ れ た段 丘礫 層 と考 え る よ り も，む し

ろ 財田 層 の 上 部 で あ る と 考 え る 方 が 妥 当 で あ る．な お，

須鎗 ・阿子 島 （1990） は こ の 上 部財 田 層 を
”

高位 段丘 礫 層
吟

で は な く大谷 池礫 層 と して い るが，和 泉層群 の 砂 岩礫 ・泥岩

礫 の み を 含 む と い う大 谷 池 礫 層 の 定 義 （古 市，1981 ；

阿子島 ・須鎗 1989） と矛 盾 し，対比 を 誤 っ て い る．

　 1．21 ［「本 層

　古 市 （1981）の 粘土 ・シ ル ト卓越層，阿子 島 ・須 鎗 （1989）

の 山本粘 土 ・砂層 に 椙 当 す る．模式 地 は 山本 町河 内 で あ る，

山本 町河 内周辺 の み に 分布 し，上部財田 層 に 不整 合に 覆わ れ

る．山本 層 の 典 型 的 な 露頭 柱 状 図を Fig．5−13〜17 に 示 す．

塊状 緻密 な粘土層 ・シ ル ト層 が 卓越 しア
ー

コ
ー

ス 砂層 を は さ

む．和 泉層群 起源 の 砂 層 や礫 は 認 め られな い ．層 厚 は 30m 以

上 で あ る．北方 に 5度前 後で 傾 くが，竹成 断層 の 近 傍 で は 25

度 か ら 40度 の 急角 度 で 傾 い て い る，山本 町寺 上 東 に お け る

粘 土 層 中 か ら，2．1± 0．3Ma の FT 年代 を 示す テ フ ラ が 報告

され て い る （須 鎗 ・阿子 島，1990）．

　 1，3　福 田原層

　 古市 （1981） の大谷池 礫層 の
一

部に 相当す る．模式 地 は大

野 原 町宮前 で あ る　（Fig．5−18）．大 野原 町福 田原 か ら大谷池

周 辺 に 分布 す る．領 家花崗岩類，和泉層群の 凹 部を 埋 め，下

N 工工
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Fig．8．　 Petrographic 　compositions 　of　the　Saita　Formation 　and 　average 　maximum 　diameters （cm ）of　crystalline
−

schist 　gravels　contained ．　 Legend 　of　geolQgical　map 　is　the　same 　as 　Fig．2，

部財田層を不整合に 覆 う．白色塊状な シ ル ト層 お よ び和泉層

群起 源 の 砂 層 が卓越 す る湖沼 性堆 積物で あ る．ア
ー

コ
ー

ス 砂

は含 ま れ な い．上位の 層準で は焼尾層の チ ャ ネ ル 堆積物 と 指

交 して い る。大 野原 町宮 前 に お ける シ ル ト層 中か ら，1．5± 0，4
Ma （須鎗 ・阿子島，1990），1．2±O．2　Ma （斉藤，1984）の FT

年代 を示 すテ フ ラ が報 告 されて い る，

　1．4　ア
ー

コ
ー

ス か らな る 礫層

　花 崗 岩類 か らな る丘 陵 に は ア ーコ ース の み を含 む礫層 が分

布 し （Fig，2），神田層，入樋層，後山層，木ノ崎層，塩田層，

椿 谷層 に細 分さ れ る。Fig．5−19〜24 に 模 式 地 の 柱 状 図 を示

す．入樋層 は古市 （1981）の 山本町河内か ら財田町入樋 に分

布 す る砂卓越層 に相 当す る．入樋 層，神 田層 を除 き分布 は局

所的で あ り，基 盤岩の 凹 部を埋 めて 堆積 して い る．堆積面を

残 さず 丘陵の
一

部を構成 す る．各々 の 礫層 は湖 沼性 お よ び支

流性 の 堆積物で あ る．ア
ー

コ
ー

ス は細礫〜中礫が多くほ とん

ど 円磨 され て い な い．淘汰 は 悪 く腐植質 シ ル ト層 を はさむ こ

とが あ る．各 々 の 礫層 の 堆 積年代 は不明で あ る．後山層，塩

田層お よ び椿谷層 は焼尾層 に不 整合で 覆わ れ る．

　 1．5 焼尾 層

　斉藤ほ か （1962），Saito（1962），古市 （1982a）の焼尾峠礫

層，古市 （正984） の 焼 尾 峠層 に 相 当す る．大 野原 町周辺 に お

け る定高性 を有す る丘 陵の 頂部 に は 高位段丘礫層が 分布 し

（Sangawa ，1978），そ の 下 位 に は三 豊層 群大 谷池 礫層 が 分布

す ると考え られ て きた （古 市，1982a；阿子島
・
須鎗，1989）．

しか しなが ら阿子島 ・須鎗 （1989），阿子 島ほ か （1991）が指

摘 す る よ うに，閊 者 は砂 岩礫 ・泥岩 礫 の みを含む扇状地性礫

層で あ り，不整合関係 も認め られ な い．本研究で は，財国層

を不 整合 に覆 い砂器礫 ・泥岩礫 の み を含 み堆積面を残 さな い

礫層 を焼尾層 と再定義 し，阿子島ほ か （1991）を踏襲 し三 豊

層群 に 含 め る．した が っ て ，大 谷 池 礫 層 お よ び Sangawa
（1978） の 高位段丘 礫層 は 焼尾 層 に

一
括 さ れ る．斉藤 ほ か

（1962） に従い 模式地を琴 南町 焼尾 とす る，

　焼尾層 は大 野原町内野々 周辺
・
満濃町満濃池周辺 ・琴南町

焼尾周辺 に広 く分布 し，lil地 の 前 縁 に 点 在す る （Fig．2）．北

に 3〜4度で 傾 き， 開析 され た扇状地状 の 定高性 を有する 丘

陵地形 を 形成す る．堆積原面 で あ る平坦 面 は開析 され残 っ て

い な い が，大 野原 町 内野々 周辺 お よ び琴南町焼尾周辺 に お い

て は，一
つ の 地形面を想定 し うる の で これ らを内野 々 面 ・焼

尾面 と呼 ぶ，和泉 層群 ・領家花 崗岩類の 凹部 を埋 め，層厚 は

最大 40m で あ る．財田層，山本層，後山層，塩田層お よ び椿

谷層 を不 整合 に覆 う．

　焼尾 層の 典型 的な露頭柱状図を Fig．5−8〜12 に示す，全体

に 堆積構造 が 発達せ ず，淘 汰 が 悪 い 扇 状 地 性 礫 層 で あ る

（Fig．6）．シ ル ト層
・
粘土層 は ほ とん ど認め られ な い．マ ト

リク ス は 主に シ ル トで あ る．上方粗粒化 を示 す層 準 が認 め ら

れ る．一般 に 山地 か ら離れ る に っ れて 礫径が小 さ くな り，砂

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

256 植木 　岳雪 ・満塩　大洸 1998 −−4

4134

41
冖＝斗鰻

、鍵 鰍

　 3一鱒

　　畿 黶 繍 鱗
　 　 　 　 　 　 　

ド
29・‘

＼
」
＆tt／

　 39　’
．t．

　　 戛 528

，

Yamamoto 　T 　■

込
30 、

．
羹i：
照

Saita
　
T

45

ギ
＋ マ

45瓜

　 34

“
　 28

　 　 　 25

100 ％

50％

蕪

＼
0 2 4km

N

土
1

Paleocurrent　direction　and 　veCtor 　magnitude

Fig．9．　 Paleocurrent　 directions　 and 　 vector 　 magnitude 　 values 　 of 　 the　 Yakeo　 Formation，　 and 　 roundness 　 of

sandstone 　gravels　contained ．　Length　 of 　 arrows 　 imdicates　vector 皿 agnitude 　values 　 of 　 paleocurrents ．　Dots
without 　 arrow 　imply　 that　 vector 　 mean 　 values 　 are 　 not 　 statistically 　 significant 　 at 　the　 localities．　 Figures　indicate
rQundness 　values 　multiplied 　by　 one 　hundred．　 Legend　of 　geological　 map 　is　the　same 　as 　Fig．2．

層 や シ ル ト層 を は さむ よ うに な る．丘陵頂面に 近い 層準で は

赤色 風化が進 み ，砂岩礫は くさ り礫化 して い る．

　古流 向は北 西 か ら北 方向が 卓越 し （Fig．9），現在の 水系 と

調和的で あ る，レ イ リ
ー
検定の 結果 は 64測 定地 点 の 内 6地

点 を除 き有意で あ っ た．集中率の 平均は 39％ で あ り，山地 に

近 い 露頭 ほ ど低 い 傾向が あ る，礫種組成 は 砂 岩礫 が 80％ 以

上 を 占め，泥岩礫，凝灰岩礫が 含まれ る （Fig．　IG）．まれ に 片

岩礫，花崗岩礫，珪岩礫が含まれ るが，これ らは 財 田層 中の

礫 の 再堆積に よ る もの また は基盤の 花崗岩類か ら供給 さ れ た

もの と考 え られ る．砂 岩 礫 の 「1」磨 度 は 0，25〜0．45 で あ る

（Fig．9），琴南町 焼尾か ら満濃町 満濃池 に か け て は 円磨度が

0，3か らO，45 と高 くな り，大 野 原 町 内野 々 周 辺 で は山地 か ら

離れ る に っ れて 同様に 値が 高くな る．山地 前縁 の露頭 に は 円

磨度 が O．25　L／下 と著 しく低 い 地点 が あ る．砂岩礫 の 平 均最大

礫径 は 5〜40cm で ある （Fig．10）．大野原町 内野々 周辺 で は

山地 か ら離れ るに 従 っ て 20cm 以 上 か ら 10　cm 以 ドに 減少

す る 傾向が あ る，琴南町猪尾 か ら満 濃町 満濃池 に か けて は減

少傾向は 不 明瞭で あ る．

　2．　 段 丘礫 層 ・段丘 地形

　本調査 地域 に お け る段丘 血の 発達 は悪 く，領家花崗岩類，

和泉層群，財田層 お よ び焼彪層を基盤 とす る侵食段丘 で あ る

（Fig．5−25〜34）．柞 田川 で は大野 原 町井 関池 よ り下 流 域，財

田川で は 財田町雉子尾 よ り下流域，土器川で は琴南町川東よ

り下流域 に お い て，現河 床 との 比 高 5〜正5m の 段 丘 面が 分布

す る　（高桑，1956の 下段面 ・上段面 ；向井，1956の 第二 段

丘 ・第 三 段 丘 ；Sangawa，1978 の 内 田面 ・造 田面 に 相 当す

る），一般に 段丘礫層の 層厚は 5m 以 下で ある，上流域 に お い

て は小規 模 な侵食 段丘 面 が分布 して い るが，厚 い 谷埋 め 堆積

物 は存在 しな い．

　3．　 断層 の 記載

　本調査地域 に お け る断層の 特徴を Table　l に 示す．山地 の

北縁 には江畑 断層 系が 分布す る （Fig．2）．江 畑断層系 は大野

原町内野々 か ら琴南町焼尾 まで 連 続 し，北東一南西 方 向 の 地

溝状凹地 を形 成す る，断層 線が 直線状で あ る こ と か ら高角度

の 断層面 を持 つ と思 われ る．断 層崖 に は三角 末端 面 が認 め ら

れ る．山地前縁の 基盤岩を切 っ て い る が 山地斜面の 変位 は認

め られ な い ．また，財 田面，内野 々 面 ・焼尾 面 の 変位 も認 め

られ ない．

　観 音寺 市粟 井 ダム 工 事現 場に お い て ，内野 々 断層 は幅 100

m 以 上 の 破 砕帯 を伴 い 断層面 は焼 尾層 に覆 わ れ る．山本 町長
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granitoids

Fig．10．　 Petrographic　 compositions 　 of 　 the　 Yakeo 　 Formation　and 　 average

sandstone 　gravels 　contained ．　 Legend 　of 　geological　 map 　is　the　same 　as 　Fig．2．
IIIaxllIluM 　diaineしers 　（cm ）　 of

野 南方 に お い て ，ヌ ス ッ ト谷 断層 はrz
’
E！］層 の

一
部を 変位 さ せ

て い る．財田 町戸川で は，走向 EW 傾斜 8G
°
N の 断層面 hで

50°E に プ ラ ン ジ す る 条線が 3本，60
°
E に プ ラ ン ジす る条線

が 2本，走向 N80
°
W 傾斜 40

°
N の 断層面 hで 45

°
S に プ ラ

ン ジ す る条 線 が 1本認 め られ た．した が っ て ，戸川 断層 の 活

動 は 右横ず れ成分を伴 い 縦ず れ成分の 方が 1〜2 倍大 き い と

考 え られ る．琴南町焼尾 に お け る江畑断層 の 露頭で は，財田

層 に和泉層群が衝上 して い るの が 観察 され た．焼尾 層 が そ の

上 を 覆 っ て い る が，変位 を 受け た か ど うか は 不明で あ る．仲

南町久保で は江 畑断層に よ り和泉 層群 が 財 旧層 に 衝 上 して い

る （中野 ・今村，1950の 久 保衝上 に相 当す る ）．占市 （1984）

に よれ ば， 琴南町 転石 に おい て 江畑 断層 が 焼 尾層 を 変位 さ せ

て い る．

　竹成断層 は［Il本 町菩 提 山周辺 の 分 離丘 陵北 縁 に 沿 っ て 東 西

方向に 伸び る．断層線が 直線状で あ る こ とか ら 高角度の 断層

面 を持っ と思 われ る．断層 崖 に は二 角末 端 面が 認 め られ る．

山本町岩鍋池 に お い て は和 泉層群 と焼 尾 層 の 一部 を変 位 さ せ

て い る．分 離丘 陵南 縁 に は 雁行配 列 す る 南落 ち の 小断 層 か ら

な る 逆瀬池 断層 が あ る，また分離 丘 陵 を横断 す る 南北 方 向の

奥谷 断層，河 内断層 な ど が あ る，財田 町入樋以 東で は 地溝状

凹地 の 北側 に 断層 は発 見 で きな か っ た，

議 論

　1． 三 豊 層群の 堆積場 が 形 成さ れ た 要 因

　F．豊 層群が分布す る地 溝状凹地 は ， 山地 北麓 の 断層 と同様

に 東北東
．一

西南西 の方向性を 持ち （Fig，2），和泉層群の 砂岩

卓越 部 に も形成 され て い る （Fig．11）．また，地 溝状 凹地 周辺

の 和泉層群 は，変形 や 破砕 を ほ と ん ど 受 け て い な い （Fig．

11）．投射 地形 断 面 （Fig．12）に 示 さ れ る よ うに ，分 離丘 陵 は

山地北側斜面の 連続性か ら期待さ れ る高度 よ り も高い 位 置に

あ る．こ れ らの 事実 か ら，和 泉層 群 の 泥岩 申越 部 が 差 別侵食

さ れ る こ とに よ り地 溝状 凹 地 およ び分 離丘 陵 が 形成 さ れ た と

い う見 解 （高桑，1954，1963b；阿子 島，正985 ；阿子 島 ・須鎗

1989） は棄 却 され る．

　本研 究 で は坂 東 ・斉 藤 （1960），寒川 （1973）の 見解 を 支持

し，三 豊層群 が 分布 す る地 溝状 凹 地 は江畑 断層 系 の 活 動 に 伴

い 形成 さ れ た と考 え る．す な わ ち，阿讃 山地 北縁 に お け る北

落 ちの 断層 に よ って 山地 が 隆起 し，分 離丘 陵 は南 縁 お よ び北

縁の 断層 に よ りブ ロ ッ ク状に 隆起 した．そ して 江 畑断層 系に

沿 う相 対 的 な 沈降場 に 地溝 が 形 成 され た．財 田 町入樋 以東 に

お け る地 溝状凹 地 は，南縁の み を江畑 断層系 に よ り 限 ら れ た

断 層 角盆 地で あ る と考 え られ る．
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Table　l．　 Fault　characteristics 　on 　the

OUtCrOpS 　shOwn 　in　Fig．2．
northwestern 　 foot　 Qf 　 Asan 　 Mountains．　 Letters（a

〜t）indicate　 fault

NoFaul い ame Ce 舶 lnヒyLengthS ヒr鬮keE 》圏denceo 「faul疋 lndeXO 「dlSρlacemenLve 由 calcompone ほ匸 Dlpandst門keof 「aultplane

ofeXlsten じelkml （up しhrown　Slde ） （自〜℃are 「趁ultOULcmpsshQwn 　In　Flg．　2）

Re「erences、0匸her「eatu陀 s

1T 日ke隠rlfau比 1 4ENEtr 旧ngleface し 「aultsaddle hlllslopes s
fault　OU ヒcrOP IzumlG、〆G陥nl 匸e a：N50 ’W 、40『N
「aul竃 OUtじrOP IZUml　6　 　YakeotD9 蟶F b：EW ，60匹S，　Sa冂gawa （1973 ）

「aultOUtcro IZ臣miG ． C：N80
°
W　「旧 cLured　zone

2D −lkefault II［ 15NNWali 　nm 即tof 「aultsaddes hlllS亅o　es E

3 トkenoコch卜faultlI 1、5NNEfaul ヒ saddle hlllslopes E
チaultOU しcrOP 1zumlG ．〆F凵k凵daharaF ． d：N30 “E　 2、「racヒuredzone

40 田 冂1・lke   ultII ？ NEQ 媽 eto 「summltplane hl膕5bpe5 w7

raultOU ヒcn ）P lzuml6 、 e ：N40“W，70臼S
fau忙 oコLcro IzumlG ． f：N45’W，65自S

5Seto．ike「aultII77o 鷹 e℃O「5umml ヒplane 剛 Isbpes N7
faultouLcrO lzumlG． N15

自
W，60唇N

6Sakase．lke　fau忙 II 4ENE 「aUI に SCar ρ、　raUIU旧e 》alley ，　allgnm 即to 膏「ault　saddleshillslopes N Sakasefau亅t〔Sangawa，1973｝
Fau1し ouしcrOP izum」G h：70“E　 go

臼
7

ア Uch圏nono 　fa哄 卩 2．5ENEo 「「seto 「summLtplane ，　trla冂gle「acet moun しanslope5s 5angawa　l1973〕
faul【 ouしorOP lZum1G 1：N55 唇E，65°N
raultOU しcrOP IzumiG ．

」：N70臼E，8ぴ N
歪aulto 目tcro Iz凵mlG 、 k：N75 りE　60

自
S、　rraGしJredzone

8NUSUtヒσdanl飴 ul匸 1 6ENEalignment 　Qf   UltSaddleS、　faUldlnevalley mo 瞠 aln　sbpesS
FaultOU ℃oro IzumlG 　〆SalくaF ， 1．N65邑E　 80

申
S

9Okuta 剛 faulLlI 2NWIaulUlnevalle mgU 冂ヒamslo　es ？ Sa凡awa 〔19 ア3｝
10Kawauchl 　raul疋 lI 25NNW ね ultlinev 訓 e 　   ultsaddle mOuntain 　slo　esW ？

11N 日anofaul ℃ 11 4NE0 「偉eしofsummltplane mountain 　sb 　ess San　awa 〔1973 ｝

12lrldOI　fault II zENEallgnmen ヒof 「a 戚 saddles hll」sbpes N7

厂aultoutcro lzuml6 ．〆Gra月lte m ：7r ？

13Eba ξaraul疋 1 18NE 〜ENtrlangle 　facet mOuntanslopess

raul隻 OU ℃CゆP IzumlG 、 日：N40
り
E，60’N，　SaltQ（1962〕

「aultOU 匸cm ρ に凵m1G o：frao疋uredzone
faulヒ DutcrDP lZumlG、 P：rracヒ凵redzone

ra】1し O凵匸GrOP IzumiG 　 〆SalしaF ． q：KuboThr 凵st （Nakanoandlmamura ，　T950 〕

raul℃ OU匸crOP IZじmlG 、 r：EW ，90°
f鍵ultoutcrQ IzumiG ．〆SalしaF、 S」N7ぴ E，50昌S

14 丁okawa 飽 ult1 日 8NEFaul ℃ llnevalley、　faulヒS自ddle moun ヒaln　5bpess
faukout 匸m IZumlG． t’N80 ’E，80’N

15Y σkokawafaukII 2、5NEraulUFneval 亅ey 、「日ul 亡5addle mDun 【amslope5S

Certaintyo「exlsてence （rrorcencerdantvjthcr ロter卩ao 「Resesrch 　group　forac匸ive　feults，　1991 ）

1「Large・scale 　d旧卩lacedland 「orms 　arecteera 冂dcontinuous ．　Faじ1てou 【orops　are 「ou冂d．
II　DIsp」aced 　landfommsarecdear 、　butsmall．sca ［e

III　DI〜plaGed　Iand「ormsare 　uncle自「．

　2．　財田層 に含 まれ る 結晶片岩礫の 起源

　財田層 の 古 流 向 は南 西方 向が卓 越す る （Fig ．7）．片岩 礫 の

円磨度は 琴南町猪尾 か ら仲南町に か けて，また 財田 町戸川か

らILI本町 長野に か けて 西方に 向か い 高 くな る （Fig ．7），片岩

礫の 平均最大礫径 は琴南町猪尾 か ら仲南町新目に か けて ，ま

た財田町 入樋 以西 にお い て 西 方 に 向 か い 減 少す る （Fig ．8）．

琴南町猪尾 で は緑色 片岩礫が 8％ 含 まれ て い るが，そ れ よ り

西 方の 地点 で は ほ とん ど認 め られな い （Fig．8）．こ れ らの 特

徴か ら本調査地 域に お け る財田層 は西流す る本流性の 河川堆

積物で あ ると考え られ，片岩礫は川之江 ・伊 予 三 島方面 か ら

東流す る河川に よ り供給 された と い う見解 （阿子島 ・須鎗

1989；須鎗 ・阿 子 島，1990 ）は 否定 され る，中新 統 土庄層 群

の 分布 は きわ めて 狭 く，豊 島家浦中学校 に お け る家浦層 に含

まれ る片岩礫の 割合 は 1％ 以 下で あ る．片岩礫は全て 砂質片

岩で あ り，財田層 に 含まれ るよ うな珪質片岩 は認 め られず，
そ の 礫径 も 5cm 以下で あ る，また，財 田層 は地溝状凹地の

北 方に は分布 して い な い ．こ れ らの 理 由か ら，財田層 に含 ま

れ る片岩礫 は土庄層群 に 含まれ る 礫が洗 い 出されて 再堆積 し

た とい う見 解 （長 谷川，正992） も否 定 され る．した がって，

財田 層 に含 ま れ る片岩礫は，阿讃山地南方の 三 波川帯か ら供

給 された と い う結論に 達す る．

　財 田町戸川 周辺 で は 古流 向 の ば らっ きが大 き く （Fig．7），

相対的に 粗粒 な フ ァ シ ス に 変化 し （Fig．6），片岩礫の 平均最

大礫 径 が大 き くな る （Fig．10）．したが っ て，岡 田 （1970），

Sangawa （1978）が指摘 した よ うに （Fig，1），猪の 鼻峠を経

由 し財 田町戸 川 に 至 る北流 河川 が 存 在 し，それ は古吉 野川 と

考え られ る．琴南 町猪尾 に お い て は 風化 ・磨耗 に 弱 い 緑色 片

岩 礫 が 8％ 含 まれ （Fig．8），そ の 供給源が 近 い こ とが 示唆 さ

れ る．ま た，猪尾か ら西方に 向か い 片岩礫 の 平均最 大礫径が

小 さ くな る こ とか ら，古 土 器川 は真鈴 峠東 方滝 の 奥の 風隙を

経由 し北流 して い た と考え られ る，山本町長野周辺 に お い て

は片岩 礫 の 平 均最 大礫径が や や 大 きな値を示すが （Fig，8），

古流向や 円磨度 な ど の 不 連続性は認 め られず （Fig．7），薬師

峠 を経 由す る横断 河川 （Sangawa ，1978）を積極的に 支持す

る結果 は得 られ な か っ た．

　阿子 島 （1980） は 主稜 部 の 風 隙 に 片岩礫が 発 見 さ れ な い 限

り横断河川 の 存在は 認め られ な い と主張 して い る．しか し，

相 栗 峠 に分 布 す る よ うな砂層 ・粘 土層 （中野，1953） や，片

岩礫を含む礫層が 猪 の 鼻峠お よ び滝の 奥に お い て 存在 し な い

理 由 は，横断 河川 が bedrock 　 channe1 で あ り堆積 物 が ほ と

ん どな い た め削剥さ れ て しま っ た と考え られ る．

　 3． 財 田 層 の 堆積 過程

　財田 層は 本流性の 礫層で あ り，扇状地性の 堆積物を含 ま な

い （Fig．6），こ の こ と は，財 田層 が古吉 野川 や古 土 器川 の よ

うな本流性の 河川 に よ っ て 形成 さ れ た こ とを示唆す る．砂岩

礫の 円磨度，平均最大礫径の 分布が ラ ン ダム で あ る こ と は，

支 流か ら礫 供給 が行 われ た ため と考 え られ る．実 際，1．L体 町

長野南方 ヌ ス ッ ト谷お よ び仲南町春 日 に お い て ，焼尾層 と 同

じ層 相を示 す礫 層 と財 田層 が 指 交 して い る露 頭 が あ る．本研

究 に おい て 焼 尾層 に対 比 した礫 層 の 中で，山地前縁に 位置 し

分布が 狭 い もの は 財田層 と同時異相で あ る 可能性が あ る が，

年 代 試料 を欠 くた め 層 相 に よ っ て 焼 尾 層 に 含 め ざ るを得 な

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

地質雑　104 （4） 阿讃山地 の 隆起過程 ：鮮新〜更新統三 豊層群 を指標に して 259

　　　　
く Legen

匚］ Alluvi・ m

　巍　講Yakeo 　Formation

巨ヨ F・k・d・h・・aF 。・m ・ti・ ・

Eヨ Y・m ・m 。t。　F・・m ・ti・・

［コ S・it・ F・・m ・ti。・

［コ 1・id。i　F・・m ・ti。・

区］ zumi 　G ・・up

E コ Ry・k・ G ・a ・it・id・

Lithology　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芒璽璽璽璽璽晒

囗 conglomerate

Oalternation　of　sandstone 　and 　mudstone （sarldstone 　rich）

● alternation 　of　sandstone 　and 　mudstone

● alternation　of　sandstone 　and 　mudstone （mudstone 　 r℃h）

Dゆand 　strlke　　　／ 20

Degree 　ot　fractured　basement 　rocks

　　 （referred 　to　Hasegawa ，1992 ）

〃 欝 謝欝
　　　A 　　　 B　　　 C　　　D

Fig．　 ll．　 Lithofacies，　 degree　 of 正racture ，　 dip　 and 　 strike 　 of 　 basement 　 rocks 　 in　 and 　 around 　 isolated　 hills　 on 　 the

outskirt 　of 　southern 　Saita　Town 　to　Onehara　Town ．　 Straight　lines　indicate　situatien 　 of 　profile　 shown 　in　Fig．12．

1，Mt．　Bodai

（km）

（m ）

1000

500

2．1ridoi（Saita　1「own ）

（  〉

（rrD1000

500

＜Legend ＞

圃 Grave臨 of　present　river　beds

圏 Yake ・ F・rmatl・n

囮 Saita　F。rmati・n

圜 lrid・i　F・・mati ・n

鬮 IZU
囎 器 。，　sa ，、。。。e 。，d ． 、d。。． e）

［王ヨヨRy ・ke　Granit。ids

Fig．12．　 Profiles　 of 　isolated　hills．　 Situation　 of 　thQse 　are 　shown 　in　Fig．11．

か っ た．

　阿子 島 ・須 鎗 （1989 ），須鎗 ・阿 子 島 （1990） は，ア
ー

コ
ー

ス 砂 と片 岩礫 が 同時に 含ま れ る た め に は，川 之 江 ・伊予三 島

方 面 か ら北方 の 領 家帯 を経 由 す る河 川 が 存在 しな くて は な ら

な い と主 張 し た，しか しな が ら，IJ．1地 北 麓 を西流 す る河 川 に

北 方 の 丘 陵 か ら支流 性 の 花 崗岩 礫 ・ア
ー

コ
ー

ス 砂が 供給 さ れ

た と 考 え れ ば よ り整合 的 で あ る．ま た阿 子 島 ・須鎗 （1989）

は，山本 町小松尾 の 方が 南方の 山本町長野よ り も片岩礫の 割

合が 高 い こ とか ら，川 之江 ・伊 予三 島方面か ら東流する 河川

が 存 在 した と考え た．財田層 に 含ま れ る片岩 礫 の 割合 は 10〜

20％ の 範囲で 測定 地点 に よ る差 が 大 き く （Fig．8），一般 に 河

川堆積 物 は 層相 の 側 方変 化 が 著 し い た め，少数 の 測定地 点 に

お け る礫 種組成 の 結 果 の み に 基 づ い た 阿 子 島 ・須鎗 （1989 ）

の 主張 は説 得 力 に 欠 け る．

　財 田層 は西 流す る古 財 田川 の 本流 性礫 層 で あ り，財 田面 は

本来平坦 な 河床面で あ る．財田 面の 離水後，山地 側で 隆起 量

が 相対的に 大 きい た め に そ の 面 は北向き に 傾動 し，開析さ れ

て 丘 陵地 形 が形成 さ れ た．財 田面 と同 様 に 財 田層 中 の 粘 土

層 ・シ ル ト層が 北方に 傾い て い る こ とは，テ ク トニ ッ ク な要

因 に よ る こ とを意 味 す る．
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　 山本 町小 松尾 周辺 に 分 布 す る上 部財 田層 は，そ の 卓 越古 流

向が北 方 向で あ り，河 内断層 の 活動 に伴 い 形 成 され た 谷中 を

1［1本町 長野付 近 か ら北流 す る古 財 田川 に よ り形 成 さ れ た と考

え られ る．また仲南 町久 保 か ら新 目に お け る財 田 層 の 古流 向

は 北方向が 卓越 し，古財 田川 の 流 路 の うち 北流 す る 部 分 で

あった と考 え られ る．

　 4．　 山本層 の 堆 積 過程

　 IJ」本層 は竹 成 断層 の 活 動 に 伴 い ，北落 ち の 相対 的沈 降場 に

形成 され た湖 沼性 の 堆積 物で あ る．竹成 断層 の 活 動 に 伴 い 分

離丘 陵が 隆起す る こ と に よ っ て ，粘土層 ・シ ル ト層 は北 向 き

に 傾 動 した もの と考 え られ る．ア ー
コ
ース 砂 は周 辺 の 丘 陵か

ら供給 され た もの で あ り，入樋層 お よ び 神［〔1層 は II［本層 と 同

時異 相 で あ る可能 性 が あ る．和 泉層 群起 源 の 礫 や砂 層 が認 め

られ な い こ と は，山本層堆積時に は 南方の 分離丘 陵の 起伏が

きわ め て 小 さか っ た こ とを示唆 す る，しか し，山本 層 は焼 尾

層に 不整 合で 覆わ れ る こ とか ら，1【体 層 堆積後に は分離丘 陵

の 起 伏 が増 大 し，和泉 層群 の 砂岩 礫 ・泥 岩礫 が供給 さ れ た と

考え ら れ る，

　 5．　 焼尾 層 の 堆 積過 程

　焼尾層 は扇状地 性の 礫層 で あ る （Fig．6）．占流 向は北 か ら

北 西 へ の 方 向 が 卓越 す る （Fig．9）．11．1地 か ら離 れ る に っ れ

て，砂岩礫 の 円磨度は 大 き くな り平均最大礫径は小 さ くな る

（Figs．9，　 lo）．こ れ らの 特徴 は，南方 の 山地 か ら北 流 す る 支

流性 河川 に よ り焼 尾層 が 形成 さ れ た こ とを意 味す る．内野々

面 ・焼尾面 お よ び そ の 中 の 粘 土層 は と もに 北方 に 5 度前 後傾

い て い る こ とか ら，財田 層お よ び 山本層 と同様 に そ れ ら は 山

地 の 隆起 に 伴 い 北 向 きに 傾動 した と考 え られ る．

　大野原町 大谷池周辺 で は，福田 原層 上 部と焼尾 層 の チ ャ ネ

ル 堆 積 物 が 指 交 して い る．福 田原 層 上 部 か ら 1．2Ma の FT

年 代を示す テ フ ラ が 報告 さ れ て い る （斉藤，1984）こ と か ら，

焼 尾 層 の 堆 積 開 始 時 期 は約 120万 年 前 と推 定 さ れ る．高 桑

（1963a ，　 b） が 指摘 した よ う に，琴南町 か ら満濃町 に か け て

は，焼尾 層 堆積 時 に 他 の 地 域 と比 較 して 山地 の 隆起 速度 が 大

き く起伏 が 増大 した た め，多量 の 礫 が 供給 さ れ た と 考 え ら れ

る．

　Sangawa （1978） は，財 田層，焼 尾層，段丘礫 層の 順に 粗

粒化す る と 主 張 し，現在 まで 山地 の 隆 起活 動が 加 速化 して い

る と考 え た．一方，須 鎗 ・阿子 島 （1974，1990），阿子島 ・

須鎗 （1989） は，財田層 と焼尾 層 は整 合関係 で 漸 移 し，礫 の

粗粒 化 は認 め られず，阿讃 山地 の 起 伏 は 財 田 層堆 積 時か ら変

化 して い な い と主 張 し て い る．しか しな が ら財 田層 と焼尾 層

の 不整合 関係 は多 くの 露頭 で 認 め られ （Fig ．5），焼尾 層 に 含

ま れ る砂 岩礫の 平均最大礫径は 財田 層に 比 べ 明 らか に 大 き い

（例 え ば，満 濃町江 畑 に おけ る砂 岩礫 の 平 均最 大礫 径 は，財 田

層 で は 10〜15cm ，焼 尾層 で は 20〜50 ¢ m で あ る）．この こ と

は，財田 層堆積時 に は 砂岩礫 ・泥岩 礫 を 供給 した 支流 性河 川

の 勾 配 が緩 く，阿 讃 山地 の 起 伏 は 焼 尾 層 堆積 時 に 比 べ 小 さ

か った こ と を 示唆 して い る．

　6．　 段丘 礫層の 堆積過 程

　仲南 町新 目か ら久保 に至 る財田 川 左岸 に は，財田 層，焼 尾

層 を基盤 に す る侵食 段丘が 存 在 す る．段丘 面は 焼尾 層を切っ

て 形成 さ れ て お り，中期更新世に 形成 さ れ た と考え られ る．

ま た，本 調査地 域 の 段丘 面 の 分布 は点 在 的で あ り， 厚 い 礫層

を伴 う堆積段丘 は存在 し な い ，これ らの 段丘 面の形成を 中期

更 新世 以 降 と考 え れば，中期 吏新 世以 降 山地 か ら多 量 の 礫が

供 給さ れ る こ と は な か っ た と考え られ る．侵食段丘 面の 現河

床 か ら の 比 高 は 5〜】5m と小 さ く， 中期更新世以 降山地 の 隆

起 活動 は活発 で な い と思 わ れ る．ま た，現在で も礫供給 は少

な く，焼尾 層堆 積後 阿讃 由地 の 起伏 は低下 す る 傾向に あった

と推定 さ れ る．

　 7．　 横 断河川 の 消 滅 時期

　 財 田 層 と焼尾 層 は 不整 合関係で あ り ，焼尾 層に含 ま れ る砂

岩 礫 の 礫径 は財 田層 に 比 べ て 著 し く大 きい ．した が っ て ，横

断 河川 の 消滅 に伴 う財 田 層 の 堆積終了 と山地 の 起伏の 増大に

伴 う焼 尾層 の 堆積 開 始 ま で に は，以 ドの 理 由 に よ り少 な くと

も 20〜30 万年 の 時 閤間 隙 が あ る と考え られ る．山本1町に お

け る上 部財 田層 の 堆 積時 期 と そ の 後 の 占吉野川 が 1」」地 を横断

で きな くなった 時期 は，山本 層堆積後か ら焼尾 層堆積開 始ま

で の 間 で あ る．山本 層 か ら 210万年前 の FT 年 代 を示す テ フ

ラ が報 告 さ れて い る （須鎗 ・阿子島，1990） こ と，焼尾層 の

堆積 開 始時期 は約 120万年 前で あ る こ とか ら，占吉野 川 が 山

地 を横 断で きな くなった時期 は 210 万年 前か ら 120万年前 の

間 で あ る．占土器 川 が 山地 を横 断 で き な くな っ た 時期 は古 吉

野川 よ り も古 い が，絶 対年 代 は 不 明で あ る．

　8．　 阿讃山地西 部北 麓に お け る断 層 の 活動 時期

　 Sangawa （1986）は 江畑 断層 の 活 動 開始 時期を前期更新 1吐
と考え た．しか しな が ら 断層運動 に 伴 い 形成 され た地 溝状凹

地 に 財 田層が 分布 して い る こ とか ら，江 畑断層系の 活動開始

時期 は財 田層 堆積以 前，つ ま り遅 くと も前期 鮮新 世で あ る と

考 え られ る．焼 尾層 が江畑 断層 に よ って 変位 して い る か ど う

か は 不 明で あ るが，断 層崖 の 開析 が 著 しい こ と か ら，江畑 断

層 系 は 中期 更新 世以 降 活動 が不活 発 で あった と考 え られ る，

　古土器川 に よ り堆積 し た 財田層 は 全 体 に 細 粒 で あ る が，粗

粒 な 層相 に 変化 す る の は古 吉野川 と合流 して い た財 田 町戸 川

で は な く，約 1．5km 東方の 荒戸上 で あ る （Figs．4，6），こ の

原 因 と して ，財 田層 離 水 後 江 畑 断層 系 の 右 横 ず れ 連 動 に よ

り，古吉野川 に よ り堆積 し た 財出 層 が 山地 に 対 して 東方 に

1．5km 変 位 した可 能性 が考 え られ る．したが って，前述 の 横

断河 川 の 消滅時期が 210−−120万 年 前 で あ る こ とか ら，江 畑

断層 系 の 前期 更 新世 以 降 の 平均 右 横 ず れ変 位 速度 は 0．7〜1．3

mmf 年と な る．

　 竹成 断層 の 活 動時 期 は1［1本 層堆 積以 前 か ら焼尾 層 堆積 後 ま

で で あ る か ら，210万年前以 前か ら 120万 年前以 後 と な る．

河 内 断層 の 活動 開始 時期 は 山本層堆 積 後上 部財 円層堆 積 以前

で ある か ら，210 万 年以後 で あ る．奥 谷断 層 の 活動 開姶時期

は 大野原町大池 周辺 に お い て 焼尾層 が 分布 す る こ とか ら，河

内 断 層 谷 の 形成 後 焼 尾 層堆 積 以 前 す な わ ち 210 万 年 前 か ら

120 万年 前の 間 と考え られ る．

　 中期 更新 世 に は 山地 北 麓 に お ける 断層 活 勤 は 不活 発 に な

り，寺戸 （1969） が 指摘 し た よ うに 南麓 の 中央構造線 の 活動

に 伴 い 阿讃 山地全 体 が 北 向 き に 傾動 した と 考 え られ る．そ の
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Table　2．　 Average　lateral　slip 　rate 　of 　faults　on 　the　northern 　and 　southern 　flank　of 　Asan　Mountains　since 　Pliocene．

Fa山 冂alT旧 Area ⊂ rlterla 　 or　dlsplaceme 賦 D匚reGtlon 　8nd ∂mo コnt　of
Iateral　 dlsplace呪 nτ

Perlod　Q 广 dlsplace腮nt

　　　　　　　（x105yrs 〕

A祀rage 　s ゆ mte

Nort陀 rn　fla冂k　of しh已mOLIn 【a鵬 Eb 飢 a 　 f昌ult Sヨlta　TownLlthof 自ues 　 d卜scon ヒlnUI【　　of　t陀　　Salta　FormatlOR R／ T5km 2．1〜1．2o ・ア龜 「
SDコ廿糟 rn 飼ank　oRhe 　momt コ1隠 陶 dl臼n　 reCtonlc　LI隠 lked轟 Tow 冂Ofrs已t　of　the　A　LIk凵tanE　RI囎r R／ 45km 21 −1、2Z2 −3 ア mm ／ 「

Stage．1　 Early〜Middle　Pliocene
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5　　　 10   1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

Stage．3　2．1〜1．2Ma

N
个
⊥

1Stage
．2　〜2．1Ma

Stage．4　1．2Ma 〜

Stage．5　Middle−Pleistocene〜 present

＜ Legend ＞

Basernent 「ocks
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Fig．13．　 Paleogeographical　maps 　in　and 　around 　the　western 　part　of 　Asan 　Mountains 　since 　Pliocene．

結果 と して ，阿讃山地の 分水嶺は 著 し く南方に 偏 っ て い る の

で あ ろ う （Fig，1）．

　9．　吉野 川地溝の 形成時期

　吉野 川 は四 国山地 を穿 入蛇行す る先行河川 で あ り，吉野川

地溝の 存在 と阿讃山地を横断 して 北流す る古吉野川 ・古土 器

川 の 存 在 は両 立 しな い．前述 の よ うに，財田層 に 含ま れ る 片

岩礫は 古占野川 ・
古土器川 に よ り供 給 され た こ とが明 らかで

あ るか ら，阿 波池旧周辺 に お け る吉野川地溝の 形成は 前期鮮

新 世で あ るとい う考 え （須鎗 ・阿子 島，1972；阿子 島 ・須鎗，

1989；長 谷川，1992 ）は棄却 され る，したが っ て，阿 波池 田付

近に お け る 中央構造線の 活動に 伴 う地溝の 形成 は，古吉野川

が山地 を横 断 で きな くな っ た 時期 す な わ ち 210〜120万 年前

で あ る．阿讃山地東部の 曽江 谷川 ・
日開谷川 は ， 先 行谷 を形

成 して 南流 し紀 伊水道 に 注い で い る こ と か ら，古吉野川 が 北

流 して い た時に は すで に 徳島市周辺 に おい て 地 溝 が 形成 され

て い た と考え られ る．F可波池田東方約 50　km の 徳島県川島町

に 分布 す る森 lll層 か ら2，3Ma の FT 年 代 を 示 す テ フ ラ が 報

告 さ れ て い る （阿 r一島 ・須鎗 1989） こ とか ら，吉野川 地 溝
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Fig．14．　 Schematic　 cross −sections 　 indicating　 uplift 　 history　 of 　 the　 western 　 part　 of　 Asan　 Mountains　 around

Yamamoto 　TQwn 　since 　Pliocene．

は 230 万年前 以前 に川 島 町付近 ま で 形成 さ れ，谷頭侵食が 進

み 210〜120万年前 に 阿波池 田付 近 に 到 達 した と考 え られ る．

　10．　阿波池 田 付近 に お ける中央 構造 線の 横 ずれ 変位速度

　 古吉野川 は，阿讃山地を 横断 して い た 時 に 阿波池 出付 近 に

お い て ほ ぼ 直線 的 に北 流 して い た と考 え られ るが，現在猪の

鼻峠か ら南流す る 鮎苦谷川 と吉野 川 の 合 流点 は阿波 池 田 の 東

方約 4．5km で あ る （Fig ．1）．こ の 原 因 は，吉野川 が 東流す る

よ う に な っ た後中央構造線の 活動 に よ り阿讃 山地 が 四 国山地

に 対 して 相対的に 右横ず れ した結果 で あ る と考 え られ て お り

（岡 田，1973b　：　Sangawa ，1978，1986），本研究 は そ の 解 釈 を

支持する もの で あ る．し た が っ て 前期更新 世以 降 （210〜120

万 年 前） の 中央 構 造 線 の 平均右横 ず れ 変位速 度 は 2．2〜3．7

mm ／年に な り，山地北麓に お け る 江畑 断層 の 変位 速 度 に 比

べ 約 3 倍 で あ る （Table 　2）．こ の 変位速度 は，岡田 （1973a）

に よ り推定 さ れた 過去数万年間の 値 （6〜9mm ／年） よ りも

小 さ く，高 位 段 丘 礫 層 の 変 位 か ら推 定 さ れ た 値 （3．75〜4

mm ／年）に 近 い．した が っ て ，中央構造線の 活動が 後期更 新

世 に 加速 した とい う考え （岡 田，1973a ） と調和 的 で あ る，

　 1正．　 四 国山地 の 形成時期

　吉野川現河床に お け る片岩礫の 平 均最 大 礫 径 は 30cm 以

上 で ある （例 え ば，阿波池 田 お よび三加茂に お ける片管礫の

平均最大礫径 は そ れ ぞ れ 42cm ・　33cm で あ る）が，財 田層 に

おい て は 10cm 以 下 で あ る．また片 岩礫 の 円磨度は 財田町戸

川 以 西で ほ ぼ一
定で あ り，阿波池田お よ び三 加茂の 吉野川 現

河 床 に お け る 円磨 度 （0，63 およ び 0，64） と ほ ぼ同 じで あ る，

猪 の 鼻 峠 付近 に お け る阿讃山地 の 南北幅 は約 8km で あ り，

占吉野 川 が 山地 を横 断す る間 に 片岩 礫 の 平均 最大 礫径 が 急 激

に 減少 した とは考え に くい，これ らの 事実 か ら，財 田層堆 積

時に は 阿波池 田付 近 に お い て 礫 径 が小 さ く円磨度 が 高 い 片岩

礫 が卓越 して い た こ とが 推測さ れ る．した が っ て ，古 吉野 川

に片 岩礫 を 供給 した 支 流河川 の 勾 配 は現 在 に 比 べ 小 さ く，財

田層 堆積 時 に は四 国 山地 の 起 伏 は 現在 と 比 べ て か な り低 か っ

た と考え られ る．

　 12．　 阿讃 山地西 部北 麓 に お ける 古地理 の 変遷

　以 上 の 議論を 総合す る と，阿讃 山地 西部 北麓 に お け る古地

理 の 変遷 は Figs．13，14 の よ うに ま とめ られ る．

　前 期鮮新世か ら 中期鮮新世に は 阿讃 山地 の 起 伏 は現在 よ り

もか な り小 さ か っ た．占吉野川 と古土 器川 は 山地 を横断 し瀬

戸 内海 方面 に 北 流 して い た．江畑 断層 系の 活動 に 伴 う地 溝状

凹 地 お よ び 中央 構造 線 に 沿 う地 溝 は まだ形 成 さ れて い な い．

　そ の 後 江畑 断 層系 の 活動 が 始 ま り，阿讃山地北 麓 に 地 溝状

凹 地 が形 成 さ れ た，古財 田川 は 古吉 野 川 およ び古 土器 川 の 流

路を争奪 し，江畑 断 層系 の 活動 に伴 い形成 され た 地溝 状凹地

の 中を山地北麓に 沿 っ て 西 流 して い た．南方 の 三 波川 帯 か ら

片岩礫が 供給 され財 田層 が堆積 した．中央構造線に 沿 う地 溝

は 徳 島県 川 島町付近 ま で 形成さ れ，森 山層 が 堆積 した．210

万年前以前か ら竹成断層 の 活動 が 始 ま り，山本町 菩提 LLIの 分

離丘 陵 が隆起 し，北側 の 相 対的 な 沈 降場 に湖沼性の 山 本層 が
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Table 　3．　 Average 　uplift 　rates 　of 　the　western 　part 　of 　Asan 　Mountains 　since 　Pliocene．

⊂rlterla　 of 　 uplifし Area AmQunt 　 of　 uplifし
Perlod　 of 　 uplif［

　　　（x106y ・s）
A ＞erage 　 upll仕 rate

Northern　∩ank 　D「　the 　mo 口 ntalnsSalta 　 Sur  ce Saita　 TQwn

Yamamoto 　Town
Manno　Town

120〜170m70
〜180m40
〜200m

2．1〜1．221
〜1．22
．1〜1．20

．06〜0．14mm ／yr
O．03〜0．15mm ／yr
D．02〜Q．17mm ／ r

UchmQno 　 Surface Onohara　 Town 60m 1．20 ．05mm ／ r

Yakeo　 Sur泊 ce Koton δml　Town 80m 1．20 ．07mm ／ r

Mlddle　Plelstocene　 terrace Chunan　Town 25m 0．5 ？ 0．05mm ／ yr

Crest　of　the　mountaln ＄ Salta　 Surface Salt＆ Town 360m 2．1〜1．20 ．17〜0．30mm ／ r

Deformgd 　 ro 而le　of　the　 aleo −Yoshino　RlverInohana 　Pass 470m Z，1〜1、20 ．22〜0．39mm ／ r

堆積 し た

　 210万 年前 か ら 120万 年 前 に は，河 内断層 谷 の 中 を 古財 田

川 が 北 流 し，上部 財 田 層 が 1．11本層 を覆 う よ う に な っ た．大 野

原 町周 辺 で は古財 田 川 に よ る 礫供 給 が 消滅 し，福 田 原層 が 堆

積 した．中央構造 線 の 活 動 に 伴 う地溝 は／tt加 茂 町付近 まで 及

び，占土器 川 の 流 路 は争奪さ れ 東流す る よ うに な っ た．そ の

後，中央構 造線 に沿 う地 溝 は 阿波池 田 まで 達 し，古吉 野川 の

流 路 は 争奪 さ れ東流す る よ うに な っ た．山地北麓 に お け る財

田層 の 堆積 は終 r し，焼尾 層 の 堆積 開始 まで 北麓 に お け る礫

の 供 給 は少な く不 整 合面 が 形成 さ れ た．

　 120 万 年 前以 降 に は，大 野原 町 内野 々 周辺 に お ける 山地 の

隆起活動が 活発化 し，焼尾 層 と福田 原層 が 指交 した．そ の 後，

阿讃 山地 の 起伏 の 増大 に伴 っ て 扇状地性 の 礫 が多 量 に北 麓 に

供給 さ れ，大野原 町周辺 お よ び 琴南1町か ら満濃町 周辺で は焼

尾層 が 広 く堆積 した．lI雌 の 隆起に 伴い 占財田川 の 流路 は北

方に 移動 し，ほ ぼ 現在 と同 じに な っ た．

　中期更新世以降山地北麓の 隆起は 不活発で あ り，扇状地性

の 礫 の 供 給 は ほ とん どな くな っ た．南麓 に おけ る 中央構 造線

の 活動が 活発化 し，山地全体が 北向きに 傾動 し た．財田面，

内野 々 面
・
焼尾 面 が北 向 き に傾 動 し丘 陵地 形 が形成 さ れた．

ま た 財田層お よ び 焼尾層を基盤 とす る侵食段丘面が 形成 さ れ

た．財 昭 川 の 流 路 が 仲 南 町 お よ び財 田 町付 近 に お い て 変 化

し，現在の 水系が 成立 し た．

　 13．　 阿讃 山地西 部 に お け る鮮新 世 以降 の 隆 起速 度

　吉山 （1gge），吉山 ・柳田 （1995）は，河成地形面 を用い た

隆起量 の 算 出法 に つ い て 詳 し く議論 し，最 終 間氷期 最盛 期 に

形成 され た 河床 と現河床 との 比 高は，そ れぞ れの 河床勾配が

平 衡状 態 に 達 して 形 成 され た と仮 定 すれ ば，そ の 間 の 隆起 量

を示す．河川の 中流か ら上流 に か け て は，最終間氷期 の河床

は 氷期 に形 成 され た堆積段丘 の 基底 面 す な わ ち埋没谷 底に 相

当す る （吉永 ・宮寺，1986　1貝塚，1987 ；吉［II・柳田，1995な

ど）．ま た，河 口 に 近 い 下流 部で は，間 氷期 の 海成 段丘 に連 続

す る 河成面を 当時の 河床 と考 え る こ とが で き る （町 田，
1973 ；吉 山 ・柳 田，1995）．以 下 に求 め られ た阿讃 山地 の 隆起

速 度は，上記 の方法を前期更新世に 形成 され た地 形面 に適 川

した もの で あ る．

　 占財 田川 は四 国山 地か ら阿 讃山地 を横 断 して 北 流 して い た

古吉野川 の
一
ド流で あ る，河口 に 近 い 下流部で 財田面 が 形成 さ

れ，財 田層 堆積時の 海水準が 現 在 と冏 じで あ る と 仮 定す る

と，北方 向 に 傾動 して い る財 田面 と財 田川現 河床 との 比高 50
〜180m は 横断河川の 消滅 （210〜120万年前）後の 隆起量 と

な り，0．G2〜0．15　mm ／年 と い う平均隆起 速 度 が 得 ら れ る

（Fig．15−1）．財 田町入樋 南方 およ び 満濃 町江畑 南方 に は，財

田 面 に ス ム ー
ス に 連続 し尾 根 や 水 系 の 発 達 が き わ め て 悪 く平

坦 面 が 開析 さ れ た 形態 の 基 盤岩 か ら な る斜面 が あ る．河川 の

動 的平 衡状 態 に お い て 側方 侵食 が進行 し，堆 積 面 とス ム ー
ス

に 連続 す る 基 盤岩 の 侵 食面 が 形 成 さ れ る （森 山 ・丹 羽，
1985 ；森 山，1987 ；森 山 ・光野，1989）こ とか ら，本研 究 で は

上記 の 地形 面 を堆積面 に 連 続す る侵 食面 と して の 財 田面 と考

え る，こ の 侵食 性 の 財 田面 は財 田川現 河床 との 比 高 が 3601n

で あ る こ と か ら，横断 河川 消滅 後 の 平 均 隆起 速 度 は お よ そ

O．17〜O．30mmf 年 とな る （Fig ．15−1−1）．古 土器 川 に つ い て

も古財田 川 に 近 い地 域で は 上記 と 同様 の 方法 を 適 用す る こ と

が i’if能 で あ り，金 倉川 現 河床 と財 田面 との 比 高 200　m か ら，

仲南町春 日 に お け る横断河 川 消滅後 の 平均隆起速 度は 0．10〜

O．17mm ／年 と な る （Fig．15−1−3）．一方，焼尾 層 は 阿 讃 山地

か ら北流す る 河川 に よ って 形成 さ れ た 扇状地性礫層で あ る．

焼尾層の 基底面が現在 と同様 の 気候 ドで 形 成され，当時の 海

水準 を現 在 と同 じで あ る と仮 定 す る と，焼尾層基底面 と前田

川お よ び 土器川現河床 の 比高 60m 〜80　m か ら，過 去 120 万

年間 の 平均隆起 速度 は 0．05〜0．07rnm ／年 に な る （Fig．15−

2）．

　現 在，阿波 池 田以 南に お け る吉野川 は穿入蛇 行す る 先行谷

を形成 し，四国山地の 起伏が 小さか っ た 時 に 自由蛇行 して い

た 流 路 を保存 して い る と考え ら れ る．前述 の よ う に，財 田層

堆積時に は 四 国山地の 起伏は 現在 と比べ て か な り低か っ た と

推 定 され，占野 川 の 河床 縦断 面 の 勾 配 が 現 在 よ り も急 で あ っ

た とは 考え に くい，ま た，横断河川消滅後の 山地の 隆起 に 伴

い 猪 の 鼻 峠 は現 在 の 高度 に到 達 した．こ れ らの 理 由か ら，阿

波池田 に お け る 吉野川現河床 と猪の 鼻峠と の 比高差 は，横断

河 川消 滅後 の 隆起 量 の 最 小値 を示 す こ とに な り，そ の 比 高差

470m か ら横断河川消滅後 の 平均隆起速度 は 0．22〜O．39

mm ／年 と求 め られ る （Fig ．15−3）．古土 器川 は 当時 の 河床 縦

断面を推定で きな い の で ，吉野川の 現河床 と滝の 奥の 比高差

か ら隆 起速 度 を見 積 もる こ とは で きな い ．仲 南 町 に お け る財

田層
・
焼尾層 を基盤 に す る侵食毀丘 面の 形成年代を 50万年

前 と仮定す る と，財 田j「【現河 床との 比 高差 25m か ら過去 50

万 年間 の 平 均隆起 速度 は 0，05mm ／年とな る （Fig．15−4），横

断河川の 消滅後，財田 面お よ び 猪の 鼻峠 は削剥を 受け て い る

こ とか ら，上記 の 隆起 速度 は最小 値 を示 す こ とに な る．

　以上 の 考 察か ら前期更新世以 降に お け る平均隆起速 度は，

山地主稜部 に お い て は 0．17〜0，39mm ／年，1［1地北麓 に お い

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

士也質雑　　104　（4） 阿讃山地の 隆起過 程 ：鮮新〜更新統臓 豊層群を指標に して 265

て は 0．02−−O．15mm 〆年 と な り，い ず れ も O．Ol〜0，1　mm ／年

の オ
ーダーとな る （Table　3）．　Harayama （1992）に よ れば ，

飛 騨山脈の 中期更新世以降の 隆起速度 （厳密に は 削剥速度 と

な る） は 3mm ／年で あ る．木 曽 1［1脈 は中期 更新 世 に 隆起 を

開始 し現在 は 約 3000m の 山地 ま で 成長 した （森山 ・光野，

1989）こ とか ら，中期 更新 世以 降 の 隆起 速度 は少 な くと も 3．8

mrn ／al以上で あ る と 推定 され る，ま た 赤石山脈主稜部に お

け る 第四 紀の 隆起 量 は少 な くと も 2500m を越 え ると考 え ら

れて お り （森山 ・光野，1989），そ の 隆起速度 は約 1．4　mmf 年

とな る，中部地 方 の 由 地 と比 較 して 阿 讃 1．ll地 の 隆起 速 度 は

オ
ー

ダ
ー

が
一

桁小 さ く，そ の 理 由の 一
っ と して，中期更新世

以 降 阿讃 lIr地 北麓 の 隆 起活 動 が不活 発 で あ っ た こ とが上 げ ら

れ る，阿讃山地の 第四 紀に お け る 隆起量 は侵食小起伏面の 高

度分 布 か ら 750〜1000m と推 定 され （第 四紀 地殻 変 動研 究 グ

ル ー
プ，1968，1969 ；Research　Group 　for　Quaternary　Tec −

tonic　Map ， 1973）， その 隆起 速度 は 0，4〜0，6　mm ／年 に な る．

ま た 水準 測 量 デ
ー

タ か ら算出 さ れ た 隆起速度 は e．4〜0．8

mm ／年で あ る （吉川 ，
　 i968；Yoshikawa ，1970），本研 究 に

お け る阿讃111tde主稜部 に お け る 前期更新世以降の 平均隆起速

度 は，上 記 の 研究 と同 じオーダー
で あ るが や や小 さ い 値 を示

して い る．

　 隆 起速 度 と削 剥速度 が等 しい 定 常状 態 を仮定 して 平均 高 度

か ら推定 さ れ た 四国d」地脊梁部の 隆起速度 は，1，0rnm ノ年〜

2．5mm ／年 で あ る （Ohmori ，1990）．こ の 隆起速 度 に 比 べ て ，

阿讃山地 の 隆起速度 は オ
ーダー

が
一
桁小 さい ．こ の こ とは，

本研 究 に お い て 中 期 更 新 世以 降 阿 讃凵」地 の 隆起 は不 活発で

あ った とい う結論，お よ び鮮新世 に は 四 国山地 の 起 伏は 小 さ

く前 期更 新 世 以 降 急 激 に 隆起 した と い う推定 と調 和的で あ

る．

ま　 　 と　 　 め

　本 研 究 の 結果 お よ び考察は 以下の よ うに 要約 され る．
正．　 財田層 は阿讃山地 北 麓 を西流 す る 古財 田川 ・占土 器川 の

本流性礫層で あ る．
2． 財 田層 に 含 まれ る結 晶片 岩礫 は，南方 の 二 波川 帯 か ら阿

讃山地を横断 し北流す る古吉野川 およ び 占土 器川に よ って 供

給 さ れた．

3，　財田層の 堆積場 は鮮新世〜前期更新世の 江畑断層系の 活

動 に よ っ て 形成 され た地 溝 お よ び断 層角 盆地 で あ る．

4．　焼尾層 は前期更新世に 阿讃山地か ら供給 さ れ た 扇 状地性

礫層 で ある．

5．　 阿讃山地の 形成 は前期鮮新阯に さ かの ぼ り，最も活発 な

隆起活 動 は 約 10G 万年前 で あ っ た．

6，　 前期更新世以 降の 平均隆起速度 は，阿讃山地北麓 に お い

て O．02・−O．15mm ／ff，山地主 稜 部 に お い て G．17〜e．39　mm ／

年で あ る．こ れ らの 値 は中部地 方の 山地 に比 べ 1 っ オ
ーダー

が 小 さ い．

7．　 中央構 造線 の 活動 に 伴 う阿 波池 田付 近 に お け る 占野 川地

溝の 形成 は 210〜120万年 前で あ る．ま た 前 期更 新 世 以 降 の

中央 構造 線 の 平均 右 横 ず れ 変 位 速度 は 2．2〜3．7mm ／年 で あ

る，

8， 財田層堆積時の 1儿1国山地の 起伏 は，現在よ り もか な り小

さか っ た と考え られ る．

　 ま た 今後 の 課題 と して 以 下の こ と が あ げら れ よ う．
1．　 阿讃 山地 東部 北麓 に お ける二豊 層群 の 分布 ・層序 ・層相

と北縁断層系の 活動史 を調査 し，阿讃山地全休の 隆起過程を

明 らか に す る こ と．

2，広域テ フ ラ や 植物化石群の 対比 な ど に よ り三 豊層群の 堆

積年代 を決定 し，よ り詳細 な山地 の 形成 史 を編 む こ と．

3，　 中国 ・四国地方に お ける鮮新〜更新統に っ い て 同様の 調

査 を行 い ，それ らの 堆 積年 代 ・堆積 場 の 形 成要 因 ・堆 積 環境

を 明 らか に する こ と．

4． 1〜3 に基 づ く中国 四 国地 方 の 搆 造 発 達 史 を プ レ ー　 1・　me

動 ・中央構造線の 活動 との 関連か ら議論す る こ と．
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（要　 旨）

植 木岳雪 ・満塩 大洸，1998，阿讃山地 の 隆起 過 程 ：鮮新〜更 新統三 豊層 群を指標 に して．地質 雑，

　104，247−267．（Ueki，　 T．　 and 　 Mitusio，　T ．，1998，　 Uplift　history 　 of　the　 Asan　 Mountains ，
　 Shikoku ，　southwest 　Japan ，　based　 on 　stratigraphy 　 and 　lithofacies　of　the 　Plio−Pleistocene

　Mitoyo　Group ，」碗 飢 Geol、　Soc．　Japan，　le4，247−267，）

　四 国北東部，阿讃山地北麓に は鮮新〜更新統三 豊層群が 分布す る．三 豊 層群 は結 晶片 岩礫 を含

む財 田層，湖 沼性 の 山本層，和 泉層 群 由来 の 礫 の み を含 む焼 尾層 に大 別 さ れ る．鮮 新世 か ら前期

更新世に は 阿讃山地 の 起伏 は小 さ く，古占野川 は 山地を 横断 し て 北流 して い た，山地北麓に お い

て は，古吉野 川 は江畑 断層 系の 活動 に よ り形 成 された地 溝状 凹地 に沿 っ て 西流 し，財 田層 が堆積

した．21D 万年前か ら 120 万年前に は，古吉野川は 山地南麓の 中央構造線 の 活動に よ り形成 さ れ

た 地溝を 東流 す る よ うに な っ た，約 120万年 前 か ら山地 の 急 激 な 隆起 活動 が 始 ま り，扇 状地 性 の

焼尾 層 が財 田 層を不整 合 に 覆 っ た．中期更新世以降山地 の 隆起 は 不活発に な り，財田 層 ・焼尾層

を埜盤 に する 侵食段丘面が 形成 され た．山地主稜部 に お け る前 期更 新 世 以 降 の 平 均 隆起速 度 は

0．1mm ／年 の オ
ーダー

で あ る．阿波池田 周辺 に おけ る 中央構造線の 前期更新世以降の 平均右横ず

れ 変位速 度 は 2．2−3．7mm ／年 で あ る．
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